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日本語 日本文学科の専任教員 として新 しい授業をプロデュースする立場にあり、
石本興司は、俳優 ・演出家 ・俳優養成家としてワークショップの講師を依頼され
た立場にある。両者は違 った専門領域を持ち、違った模索をしながら、今回の
「身体表現ワークショップ」 を実現するに至っている。 歩んできた道のりが全 く









































経 緯 と 展 望
1こ れまでの経緯
生 井 知 子


















よる、平成十四年六月二十六 日の 「演劇 ワークショップ」および平成十七年一月




その結果、 「はじめは緊張 したけれど、皆の前で演技をするのは、 やってみた
らすごく楽 しかった」「もっとやってみたい」 という声が多 く出、平成十七年度
の集中講義に演劇を取 り上げることとなり、 ピッコロシアターに講師を依頼 して、
石本興司氏を御推挙いただいたのである。
石本氏 と集中講義にっいて打ち合わせた際、これまで十分 には配慮 してこな
かった幾っかの問題点が指摘された。学生を無理矢理舞台に上げて演技をさせた
りしたら心の傷になる危険がある、手順を踏まないといけない、短時間で上演ま






また、これまでの 「演劇ワークショップ」は、短時間での 「演劇早わか り」
「とりあえず、 演劇とはどんなものか、一通 りざっと体験 してみる」 というレベ
ルに留まっていたので、新たに何を目標にするのかを考える必要が出てきた。
集中講義は、わずか二十時間ほどの時間の中で行われるものである。 きちんと
した手順を踏みながら無理なく上演まで持 って行 くには、何 ヶ月 もの時間が必要
であり、集中講義では上演を目指すべきではない、学生は俳優を目指 しているわ
けではないので、演技のテクニックを学びたいわけではないということから、ま






















































回はタイプの違 った二人の参加者の声をご紹介することとする。なお、 日本語 日

















































国語科教育 に対 す る身体表現 への期待
小林 葉子
私は石本興司先生(以 下、興ちゃん)の授業を二年連続で受けた。来年度から
中学校の国語教員 として働 く者 として、私はこのワークショップで今後子どもた
ちとの勉強の中で活かしたいと思 う、三っの大 きい影響を受けた。
一っ目は 「私 も芸術を している」ということだ。今回のワークショップで興
ちゃんはこう言われた。 ??
芸術とは何だろうか。「私は芸術家です。」(注 後出・石本興司 「同志社女子大




















か、彫刻家かということを聞いているのだ。 しか し 「私は今 日も道を歩いてき
ました」 ということだって、それが芸術 じゃないと否定されるのはおかしい。
その道をどのように感 じながら歩 くかによっては、道を歩 くことも芸術である。
芸術は特別なことと限定してはよくない。
私はそれ以後、行 き帰 りの道に芸術を感 じながら歩いている。私はもうすでに
立派な芸術家である。




他人がタッチした 〈丸〉を見ると、意外 と教室内には多 くの 〈丸〉が存在 してい
るのに気付いた。そして逆に私はなぜ多くある 〈丸〉の中から、そんな変なシー
ルにタッチしたのかと自分に疑問を持 って、恥ずかしい気分になった。 しかし興
ちゃんはみんなに対 して 「その 〈丸〉を選んだ自分を受け入れよう。」 と言 った。





ワークショップで行われてきた 『詩を身体で表現する』 ことや 『場面や物を身体









































































のに深い興味を抱き、自分 も表現 したい ・また味わいたいという強い欲求をもっ
ているということである。
小林葉子さんの感想にもあったが、 私たちは、 【一枚の写真か ら一人の人物を
作る】エクササイズで、どこの誰か分からない人物の写真を見っめなが ら、納得



































て も、嘘 くさく感 じられることは多いだろう。
演劇 も文学 も、事実の再現ではない。嘘 くさい事実ではなく、真実 らしい嘘を
表現 しなければならないものなのだ。 こうしたエクササイズを通 じて、私たちは、
演劇と文学の基本を納得することが出来るのである。





が肝要なのである。「身体表現ワ 一ークショップ」 には、 多様な可能性があるだけ
に、しっかりした目標を設定しないと、"身心を開放する""他者を受 け入れる"














































また、小説家は、常に何をどう見せるか、 ということを意識 して作品を構築 し
ており、演出という視点は、演劇 とともに文学を理解する上でも、きわめて重要
なものなのである。




























「身体表現 ワークショップ」 とい う試み
1方 法 論








た。 「演出」 や 「俳優指導」 という仕事は、俳優やその志望者にモチベーション
があった上での作業です。演劇をやる気のない者は扱うことができないのです。















































「芸術」が教育としてできること、 やらねばならないことは、 これとは違 うので
す。「芸術」 は、生徒の、生徒である人間の違 う部分にこそ光をあてるものだか



















き、ある者は彫刻を彫 り、ある者は詩を書 き、ある者 は作曲を します。また、
歌ったり、演奏 したり、踊 ったり、演 じたり、小説を書いたり……、全てではな
いにしろ、それ らの行為 も芸術活動として位置づけることができるでしょう。
「芸術」にっいて考えるとき、私は次の二点を強調 します。ひとっは、「その創































しょうか?そ して、その 「芸術における手段を学ぶ」ときのスター トは、多く
の場合、そのジャンルの手法の基礎を経験 してみることか ら始まります。
では、「芸術を学ぶ」ためには、どうしたらいいのでしょう?
「芸術を学ぶ」場合のスター トは、 まず、 その構造を理解することだろうと考
えられます。 しかし、私の経験上では、 このスター トは必ずしも順当とは言えな
い場合 もあります。 なぜなら、 「芸術」 は、 そもそも学ばれることを拒む性質が
あるからなのです。「芸術は味わうものだ」というのが私の考えですが、それは、
「そこにあるものをそのまま受け止める作業」 だとも言えます。 ですか ら、分析
して理解 しようという作業になじまない性質を、元来 「芸術」は有 しているので
はないかと考えられるのです。ましてや、机の上だけで把握 しようとか習得 しよ





















よるべきなのではないかと考えています。 「体験的」 とは、主観 と客観が未分化
なままでの純粋な経験であることを指しますが、 多 くの場合、 「身体や感覚を通
して内面に働きかける経験」だとも言えます。
同志社女子大学学芸学部における講座を 「身体表現ワークショップ」という演






りの少数派であるはずです。 では、 「表現」 という行為についてならどうで しょ




















て下さい」というものです。 しかし、仮に、この場合の 「表現力」 という言葉が
「表現の方法の熟練」 だけを指すのであれば、 この依頼に答えるのは大変難しい





学校という現場において 「表現」 という行為を見っめる場合、1)個 人に対 して



















ま た、 「『表 現 』 の 目的 と は コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンで あ る」 と い うこ と も重 要 な観
点 で す 。
































が トラウマとなってしまうこともあり得るのです。 我が国では、 「自己表現が下



















加者において対象とする要素は、それぞれの 「内面」と 「身体」 と 「意識」 とい
うことになります。あるときはその一分野に焦点を当て、またあるときはそれら



































う判断 も重要です。 「表現」 とは日常においても絶えず行う活動ではありません






のです。 「内面」 を誰が評価できるのでしょうか?そ の人が感 じたことや思っ
たことは、誰にも奪えない不可侵な領域にあるはずです。そのような理由から、























平成十八年度 「身体表現ワークショップ」の実施内容から、一部抜粋 して紹介 し
ます。
【見つけタッチ】


























さらに、「蠍座だと思う人」 「一番お金持ちだと思 う人」 「犬を飼っていると思 う
人」といった想像力をかきたてるものへと指示を変えていきます。
表現活動で扱う対象のうち、最 も複雑なものは 「自然」でしょう。中でも 「人
間」が最高に複雑なものだろうと私 は考えています。 この段階で、その 「人間」
へのアクセスを少 しだけ試みておきます。「人が人に興味を持っ」ということを、
ファンになって、その後を歩 く(も しくは歩かれる)こ とで体験 します。ほんの
























一方のクラップやス トンプを受けて、他方はそれを 「歩 く」 ことで表現 します。
























【歩 く・止まる ・スローモーションで歩 く】











また、試みとして、「スローモーションで後ろ向きに歩 く」 も行います。 この
場合、再現できる者がほとんどいないことが多いでしょう。 その理由は、「我々
は、日常において後ろ向きで歩 く経験がほとんどないか ら」です。この失敗例か
ら、「まず、できることか ら始めよう」 とか 「日常で行っていることを使 って、
再発見 しよう」 という姿勢を確認することもできます。 「身体表現ワークショッ




自分自身の 「身体」 とは 「表現において最 も頼 りになる器」です。「言葉」や







リーダーの出題を受 けて、全身で 「物」に変身する遊びです。ただ し、二人以
上が組になって行います。言葉を使 っての相談は禁止。短い制限時間内で、ひら
めきと想像力によって造形を試みます。例えば、 「二人組で携帯電話」 とか 「別






























































































































































のであったというこを理解 していませんでした。 「表現教育」 という言葉さえ知
らなかったのです。(今でもそうなのですが)俳 優養成期に訓練として経験 した
様々な 「ゲームあそび」や 「エクササイズ」を手法 として、学校という現場に導
入 しているうちに選択 ・整理されて形になっていった結果が、授業の内容 となっ
ていただけなのです。 その後、 「表現教育」 の存在を知 り、信頼できそうだと思
える考え方にっいては手当たり次第に盗ませて頂 きました。表現教育指導者養成
講座などにも参加 し、わずかなが ら体験学習 もしました。そして、その結果、私










したりするものもあります。 しか しなが ら、私の場合は、「演劇」を扱うことで、
「表現」について深 く考えることができるのです。私にとっては、「演劇人」であ
り続けることが、「表現」にっいて最 も実感を持 って近付いていける道なのです。
そして、 「演劇」 と 「表現」 という二っの軸を持って考察 していくという、私




えすれば、 「身体表現ワークショップ」 は如何ようにも変化 しなが ら発展 してい
くことが可能で しょう。例えば、「『文学」と 『表現』」や 「『言葉』と 『表現』」、
さらには 「『言葉』 と 『演劇」」 「『文学』 と 『身体』」……というフィール ドに向
かって旅を試みることだってできるはずなのです。
お しまいに、 この場をお借 りして、生井知子先生をはじめとする同志社女子大
学関係者の皆様、そして、勇気 と好奇心を持って講義に参加 して くれた麗 しい学
生の皆様に、心から感謝申し上げます。
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